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ｎ
ｔ
ｈ
の
佐
藤
穂
奈
美
氏
。「
地

域
か
ら
価
値
を
つ
く
る
新
し
い

不
動
産
事
業
～
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
空
き
家
活
用
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
ま
で
～
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、「
砂
沼
水
上
の

文
化
的
活
動
に
関
す
る
研
究
と

実
践
」
の
研
究
発
表
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
。

　
問
い
合
わ
せ
は
都
市
整
備
課

砂
沼
戦
略
推
進
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

２
９
６

－

43

－

８
３
５
６
）。

　
県
建
設
業
協
会
鉾
田
支
部
（
羽
生
義
隆
支
部
長
＝
写
真
右
上
）
は
９
日
、
鉾
田
市
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
麻
生
で
賀
詞
交
歓
会
を
挙
行
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
田
山
東
湖
県
議
会
議
員
（
写

真
左
上
）、
柗
田
千
春
県
議
会
議
員
（
写
真
下
）
が
出
席
。
新
年
の
門
出
を
祝
っ
た
。

合
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付

け
、
復
旧
活
動
に
対
応
す
る
地

域
の
守
り
手
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
は
必
要
最

低
限
の
仕
事
量
の
確
保
、
安
定

し
た
経
営
基
盤
が
必
要
と
な

る
」
と
述
べ
た
。

　
一
方
で
技
能
労
働
者
の
高
齢

化
や
若
年
入
職
者
の
確
保
難
な

知
事
は
「
現
場
の
実
態
は
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
う
。
意
見
を
出
さ

な
い
と
国
は
動
か
な
い
の
で
、

ど
ん
ど
ん
要
望
す
る
べ
き
」
な

ど
と
話
し
た
。

　
最
後
に
、
祝
い
木
遣
り
を
披

露
す
る
と
、大
井
川
知
事
は「
こ

れ
を
聞
か
な
い
と
新
年
を
迎
え

た
気
が
し
な
い
」
と
笑
み
を
こ

ぼ
し
た
。

　
会
談
を
終
え
て
山
関
会
長

は
、
本
年
を
「
会
員
数
を
増
や

す
１
年
に
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。
ま
た
、「
情
報
網
を

　
羽
生
支
部
長
は
「
地
域
建
設

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
原
油
価

格
の
急
騰
や
資
材
価
格
の
上
昇

が
続
き
、
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
近
年
の
異
常

気
象
に
よ
る
自
然
災
害
も
全
国

で
頻
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
出

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
地
域
の
建

設
業
は
社
会
資
本
の
整
備
の
み

な
ら
ず
災
害
が
発
生
し
た
場

　
県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
山
関

忠
会
長
）
は
９
日
、
水
戸
市
笠

原
町
の
県
庁
舎
を
訪
れ
、
大
井

川
和
彦
知
事
に
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。
同
会
の
顧
問
を

務
め
る
大
井
川
知
事
は
揃
い
の

半
纏
を
身
に
ま
と
い
、
山
関
会

長
ら
と
懇
談
。
全
員
で
祝
い
木

遣
り
を
披
露
し
、
新
年
の
門
出

を
祝
っ
た
。

　
同
会
の
新
年
あ
い
さ
つ
は
毎

年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
。
山
関
会
長
が
担
い
手
不
足

や
資
材
高
騰
な
ど
、
業
界
の
課

題
に
つ
い
て
話
す
と
、
大
井
川

ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と

し「
次
代
を
担
う
人
材
の
確
保・

育
成
が
最
大
の
課
題
。
働
き
方

使
っ
て
、
鳶
・
土
木
工
事
業
が

非
常
に
や
り
が
い
が
あ
り
、
魅

力
的
な
仕
事
だ
と
い
う
こ
と

を
、
若
い
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
参
列
者
は
次
の
と
お
り
（
順

不
同
）。

　
■
山
関
忠
会
長

　
■
川
島
一
男
副
会
長

　
■
反
町
雅
幸
副
会
長

　
■
寺
本
光
男
常
務
理
事

　
■
鈴
木
和
己
常
務
理
事

　
■
川
島
良
太
県
若
鳶
会
会
長

　
■
川
井
和
子
事
務
局
長

　
県
建
設
業
協
会
高
萩
支
部

（
秋
山
光
伯
支
部
長
＝
写
真
上
）

は
９
日
、
日
立
市
の
ホ
テ
ル
天

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
総
合
運

動
公
園
（
新
光
町
49
）
の
外
壁

お
よ
び
屋
根
の
改
修
工
事
を
計

画
し
て
い
る
。
本
年
度
は
改
修

工
事
に
向
け
た
設
計
を
㈲
か
り

べ
建
築
設
計
事
務
所
が
ま
と
め

て
お
り
、
着
工
は
２
０
２
５
年

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
て

年
度
に
基
本
設
計
を
位
置
づ
け

た
。
事
業
費
は
26
年
度
が
５
０

０
万
円
、
27
年
度
が
６
０
０
万

円
。

　
人
口
増
加
が
進
む
笠
原
・
吉

沢
地
区
な
ど
を
含
む
南
部
地
区

と
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
生
産
性

向
上
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
若
い
人

に
建
設
業
の
魅
力
を
伝
え
て
い

け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
、
自
由
民
主

党
茨
城
県
支
部
連
合
会
の
白
田

信
夫
幹
事
長
（
写
真
左
上
）
が

「
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

た
。

　
ま
た
、
県
建
設
業
協
会
の
石

津
健
光
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

海
浜
公
園
な
ど
の
事
業
に
つ
い

て
進
捗
を
説
明
。「
色
々
な
課

題
は
あ
る
と
思
う
が
建
設
業
界

は
地
域
の
代
表
で
あ
り
、
経
済

の
柱
。
後
継
者
が
育
ち
ま
す
ま

す
発
展
す
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の

た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
柗
田
県
議
会
議
員
は
医
療
過

疎
の
問
題
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴

業
保
証
㈱
の
松
本
尚
佳
茨
城
支

店
長
が
出
席
。
約
35
人
で
新
た

な
年
の
始
ま
り
を
祝
う
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
冒
頭
秋
山
支
部
長
は
、
２
０

２
３
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
豪

雨
災
害
対
応
や
八
千
代
町
で
発

生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て
常
総
支
部
が
対
応
し
た

修
、
屋
根
は
防
水
塗
装
な
ど
を

メ
イ
ン
に
改
修
を
行
っ
て
い
く

と
の
こ
と
。

　
総
合
体
育
館
は
１
９
９
７
年

築
の
Ｒ
Ｃ
造
地
上
４
階
地
下
１

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
１
万

ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
す

る
。
午
後
１
時
か
ら
、
下
妻
市

た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
新
し

い
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

時
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
仲
川
孝
副
支
部
長

が
石
津
健
光
会
長
か
ら
の
新
春

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。
続
い
て

大
内
康
意
副
支
部
長
の
音
頭
で

乾
杯
。
和
や
か
に
歓
談
し
、
新

た
な
年
の
始
ま
り
を
祝
っ
た
。

こ
と
か
ら
、
住
民
か
ら
は
よ
り

身
近
な
場
所
に
図
書
館
を
設
置

す
る
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
高
橋
靖
市
長
は
市
議
会
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
、
任

期
（
～
27
年
５
月
28
日
）
中
に

基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
る
考

え
を
示
し
て
お
り
、
25
年
度
か

ら
今
後
は
建
設
場
所
や
施
設
規

模
、
概
算
事
業
費
な
ど
、
整
備

の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
。

　
県
境
工
事
事
務
所
は
、
観
音

寺
高
架
橋（
古
河
市
桜
町
地
内・

国
道
３
５
４
号
）
塗
装
修
繕
工

事
（
そ
の
１
・
そ
の
２
）
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
年
度
内
に
は

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
い

考
え
。
工
期
は
４
カ
月
。
２
径

間
ず
つ
、
計
４
径
間
を
対
象
と

す
る
。

　
全
体
７
径
間
の
う
ち
、
す
で

に
１
径
間
で
の
塗
装
修
繕
を
終

え
て
い
る
。
残
る
２
径
間
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

　
同
橋
の
規
模
は
橋
長
１
４

２
・
２
ｍ
、
幅
員
10
・
８
ｍ
。

一
級
河
川
渡
良
瀬
川
に
架
か
る

改
革
や
生
産
性
向
上
に
取
り
組

み
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
た

い
。
建
設
関
連
団
体
等
と
の
協

議
を
進
め
、
週
休
２
日
の
実
現

と
適
正
な
工
期
の
確
保
に
向
け

国
や
県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
」
と
決
意
を
表
明

し
た
。

　
来
賓
の
田
山
県
議
会
議
員
は

管
内
で
進
ん
で
い
る
大
竹
海
岸

や
水
戸
神
栖
線
、
県
道
２
４
２

号
線
、
鉾
田
大
竹
線
、
鹿
島
灘

地
閣
で
新
年
会
を
挙
行
し
た
。

来
賓
と
し
て
豊
田
茂
県
議
会
議

員
（
写
真
下
）
や
東
日
本
建
設

改
修
工
事
を
実
施
す
る
。
外
壁

は
タ
イ
ル
の
ひ
び
や
割
れ
の
補

　
下
妻
市
は
、
２
月
８
日
に
砂

沼
戦
略
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ま

べ
た
。

　
秋
元
勇
人
県
議
会
議
員
（
写

真
左
下
）
は
「
今
の
日
本
は
人

口
減
少
、
物
価
高
も
続
き
、
今

ま
で
に
な
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ

は
、
千
波
・
吉
田
地
区
な
ど
人

口
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
を
含
む

東
部
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
圏
域

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
東

部
図
書
館
の
利
用
者
は
多
く
、

南
部
地
区
に
は
図
書
館
が
な
い

い
。
困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
域
の
た

め
前
に
進
む
よ
う
に
し
て
い

く
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
水
柿
一
俊
県
議
会

議
員
（
写
真
右
下
）
は
「
筑
西

地
区
の
建
設
業
は
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
く
と
思

う
。
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
」
と
述

　
そ
の
後
は
鈴
木
一
良
副
支
部

長
の
発
声
で
乾
杯
。
出
席
者
は

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談

し
一
層
親
睦
を
深
め
た
。

ら
し
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
人

口
の
維
持
が
最
低
限
必
要
な
も

の
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題

を
、
皆
さ
ま
が
今
ま
で
培
っ
て

き
た
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
こ

の
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
高
橋
修
一
副
支
部
長
が

石
津
健
光
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
代
読
し
た
。

　
そ
の
後
は
藤
﨑
政
行
常
任
理

事
の
発
声
で
乾
杯
。
全
員
が
親

睦
を
深
め
た
。

　
水
戸
市
は
新
年
度
か
ら
（
仮

称
）
南
部
図
書
館
の
整
備
検
討

に
着
手
す
る
。
こ
の
ほ
ど
と
り

ま
と
め
た
３
か
年
実
施
計
画

（
２
０
２
５
～
27
年
度
）
で
は
、

26
年
度
に
基
本
構
想
策
定
、
27

　
県
建
設
業
協
会
筑
西
支
部

（
白
田
唯
雄
支
部
長
＝
写
真
右

上
）
は
９
日
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
ー
ル
（
筑
西
市
）
で
２
０
２

５
年
の
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
多
く
の
参
加
者
が

集
い
、新
年
の
門
出
を
祝
っ
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
白
田
支
部

長
は
「
若
年
の
技
術
労
働
者
の

不
足
は
、
今
後
も
大
き
な
課
題

こ
と
に
触
れ
「
問
題
や
緊
急
対

策
等
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

支
部
単
位
で
対
応
し
て
い
く
形

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も

支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し

合
い
、
管
内
の
仕
事
や
問
題
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
ま
た
「
働
き
方
改
革
や
建
築

資
材
の
高
騰
な
ど
対
応
の
難
し

い
時
代
で
は
あ
る
が
、
支
部
員

同
士
お
互
い
に
相
談
し
合
い
、

違
反
を
起
こ
す
こ
と
な
く
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
豊
田
議
員
は

「
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

県
、
市
町
村
と
連
携
を
し
て
災

害
対
応
に
尽
力
し
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
今
後
も
地
域
の
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
減
災
・
防
災
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
力
を
借
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

７
０
６
７
㎡
。
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
や
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、武
道
場
、

弓
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

ほ
か
、会
議
室
や
休
憩
室
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え

る
。

立
図
書
館
２
階
映
像
ホ
ー
ル
で

行
う
。
募
集
定
員
は
１
０
０
人

（
参
加
費
無
料
）。
参
加
申
込
期

限
は
２
月
５
日
ま
で
。
予
約

フ
ォ
ー
ム
等
か
ら
申
し
込
む
。

　
講
師
は
㈱
Ｃ
ｏ
ｅ
ｌ
ａ
ｃ
ａ

　
日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ

Ａ
）
は
、
２
０
２
５
年
度
予
定

工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
発
注
計
画

表
を
更
新
し
た
。
本
県
関
係
で

は
、
本
部
が
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
（
美
浦
村
）
の

「
厩
舎
空
調
電
源
用
配
管
配
線

工
事
」
を
発
注
す
る
。
入
札
予

定
時
期
は
４
～
６
月
。

　
工
事
種
別
は
電
気
工
事
。
工

事
概
要
は
厩
舎
馬
房
用
空
調
機

の
電
源
設
備
の
新
設
。
工
期
は

32
カ
月
。
入
札
方
法
は
一
般
競

争
入
札
（
総
合
評
価
）
を
見
込

ん
で
い
る
。

三
国
橋
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

架
設
か
ら
50
年
近
く
が
経
過
し

て
い
る
。

　
な
お
、
同
橋
の
舗
装
修
繕
工

事
そ
の
１
は
㈱
高
橋
芝
園
土

木
、
そ
の
２
は
㈱
丸
健
工
業
、

断
面
修
復
工
や
ひ
び
割
れ
補
修

工
な
ど
の
修
繕
工
事
は
㈱
菊
池

工
業
が
担
当
。

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○○○○●○○○○

○○○○○○○○○○○○

部
長

次
長

次
長
兼
総
括
技
監

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
室
長

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○○○○○○○○●○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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茨
建
協
各
支
部
の
２
０
２
５
年
賀
詞
交
歓
会

県建設業協会
鉾 田 支 部

次
世
代
担
う
人
材
確
保
を

建
設
業
は
地
域
の
代
表

県鳶・土木工業会

木
遣
り
で
新
年
祝
う

大
井
川
知
事
訪
問
し
披
露

県建設業協会
高 萩 支 部

県建設業協会
筑 西 支 部

互
い
に
協
力
し
飛
躍

支
部
一
丸
で
問
題
対
応

運
動
公
園
の
外
壁
等
改
修

25
年
度
の
着
工
目
指
す

空
き
家
活
用
等
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
講
演
会

ひたちなか市

下妻市

２
工
事
を
年
度
内
公
告

高
架
橋
の
塗
装
工
事

県境工事

厩
舎
空
調
電
源

新
設
工
を
発
注

Ｊ
Ｒ
Ａ

水戸市

南
　
部

図
書
館

26
年
度
に
基
本
構
想

新
年
度
か
ら
整
備
検
討

魅
力
伝
え
課
題
解
決
へ

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
取
組
む


